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《入社》 

1 月 14 日 石塚 義則  総務人事センター 

 

《財形貯蓄制度について》 

mhr の福利厚生の一つである財産形成貯蓄制度とは、皆さんの毎月の給与・賞与より自動的に天引きして行なう貯蓄の事です。 

mhr の財形貯蓄のメリットとしましては、契約先が日本生命の為、災害死亡時や災害高度障害時等に、災害発生時点本人払込 

累計額の 5 倍相当額の保険金を受け取る事が出来ます。（詳細は下記ニッセイホームページにてご確認下さい） 

ただし、通常の貯蓄では契約期間は 3 年～15 年の間で設定でき、満期が来ると 1 年毎の更新となりますが、3 年未満で解約した 

場合は元本割れいたしますので、ご注意ください。当社では 2 月・8 月の年 2 回、申込・契約内容の変更を受け付けております。 

新規申し込みまたは積立金額の変更（月額￥5,000 以上/￥1,000 単位にて増減可）を希望される方は、総務人事センターまで 

ご連絡下さい。個人宛に必要書類を送付します。また、新規申し込みの際は、通常財形貯蓄、財形住宅貯蓄、積立型財形年金 

貯蓄のどれかをご選択頂きますが、内容・詳細についてご不明な場合は下記ホームページをご覧になるか、総務へお問合せ頂きましたら 

ご案内致しますので、ご連絡下さい。 

◆対象者:正社員 

◆申込期間:2025 年 2 月 3 日（月）～2025 年 2 月 28 日（金） 

◆給与控除開始月:2025 年 4 月給与 

◆賞与控除開始日:2025 年 6 月賞与（給与積立のみで賞与積立無しの設定も可） 

※詳細はニッセイ財形貯蓄ホームページをご覧ください 

ニッセイ財形貯蓄ホームページ:https://www.nissay.co.jp/hojin/shohin/fukuri/zaicho/shikumi.html 

 

《年休、代休、振休の取得について》 

休日労働集計の年度締めが 3 月 31 日となるため 2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日の期間に発生した代休及び振休は 

2025 年 3 月 31 日までに取得して頂きますようお願いします。また、働き方改革の有休義務化により、10 日以上の年休が 

付与されている労働者は、付与から 1 年以内に 5 日間を取得頂かなければいけません。該当する従業員の方は 3 月 31 日までに 

年間 5 日間の年休取得をお願いします。 
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≪協会けんぽより「 医療費のお知らせ 」が届いております≫ 

協会けんぽより令和 5年 9月～令和 6年 8月までに医療機関等で診療を受診した方へ「医療費のお知らせ」が総務に届いております。

対象となる従業員の皆様へ、総務より皆様のお手元へ届くよう発送させて頂きますので、お受け取りの程どうぞ宜しくお願い致します。 

「医療費のお知らせ」は確定申告をされる場合に、医療費控除に添付して所轄税務署へ提出する必要がある書類となります。 

確定申告にて医療費控除のご予定のある方はご留意願います。その他、ご不明な点がございましたら下記お問い合わせ先まで 

ご連絡下さい。（令和 6 年 11 月時点で保険資格のなかった方、入職者・扶養未認定等は対象外となります) 

★ お問合せ先:mhr 総務人事センター 0463-73-7559 ★ 

 

 

 

 

 

こんにちは。社⾧として'24.7 に就任してから半年が過ぎました。先月の年始挨拶に続き、 

HUMATE を活用して今回からは社員のみなさんに少しずつ、普段から自分の思うことなどを 

紹介してみようと思います。もし、みなさんの”いいね!”な気持ちにつながっていただけたら幸いです。 

初回は、”ランニング”。 

 

ランニング 

50 歳を超えてから、ランニングを始めました。特段のトリガがあったわけではないのですが、⾧い単身赴任先での週末が 

ヒマだったのが理由の 1 つです。児童水泳、草野球、学生＆社会人武道以外に継続的な運動はしていませんでしたが、 

半年ほど練習したところ、”ひょっとしたら”と思うようになり、数回ほどフルマラソンに挑戦していずれも何とか完走（完歩とも言います） 

できました。自分を追い込む達成感、妥協欲を自己コントロールする満足感（または反省）には妙な魅力があり、 

ビール本数増に直結します。還暦過ぎての'23 東京ハーフマラソン完走で満足したので、その後は 10 キロランや 

ウォーキングに切り替えていますが、入試など大イベントがない社会人にとって、このような時おりの軽イベントは多少の 

自己管理緊張感を維持する心地よい目標になってくれているようです。 

 

 

 

 

 

今月掲載するネタが少なかったので、今回は多分役立つ雑学?を紹介します。 

 

Q. 映画『ルパン三世カリオストロの城』は【宮崎駿作品】か【ジブリ作品】か? 

A. 「宮崎駿作品」 

 

世間的に【宮崎駿＝ジブリ】、【ジブリ＝宮崎駿の作品】という認識だと思いますが全部が全部を示す訳ではありません。 

ルパンは 1979 年公開の宮崎駿初の映画監督作品ですが、制作は東京ムービーです。スタジオジブリが設立されたのは 

1985 年で、東京ムービーとの関係性は一切ありません。「ジブリ作品」というのは監督問わずスタジオジブリが制作した 

作品の事で、厳密には『天空の城ラピュタ』以降の作品になります。（『風の谷のナウシカ』に関しては解説が複雑なので省略） 

あと、ルパンはよく「ミートボールスパゲッティ」を【ジブリ飯】として取り上げられたり、DVD はブックオフなどでジブリコーナーに置かれたりと 

ジブリ扱いされている事が多いです。 

ホッと☆ひといき 

※右の写真は 1 月 26 日（日）に参加した湘南藤沢市民マラソンの様子です! 


